
コヌカグサはイネ科ヌカボ属の多年生草本植物で，日本に
は 1868年に牧草として導入されて以降，帰化植物として全
国に広く分布している2）。外国原産であることから緑化業界
では外来草本類に区分されている。緑化用の植物材料として
は種子，茎，ソッドがあるが，日本では主に種子が利用され
ている。日本での流通名称は英名のレッドトップが一般的だ
が，種子を販売している各種苗会社が作成する最近のカタロ
グにはコヌカグサの和名も併記されていることが多い。草丈
は 0.5～1.0 mで葉の長さ 10～20 cm，葉幅 4～7 mm。条件
の良い土壌では根系は約 1.2 mまで達する。花序は長さ 15
～20 cm，小穂は長さ 2～2.5 mmで緑色または淡紫色を帯び
る。この小穂が出穂時には赤っぽい色となるため，レッド
トップと呼ばれる様になった3，5）。C 3植物なので寒地型芝草
として扱われ，冬時期にも緑量の確保が可能だが，夏時期に
は衰退しがちな植物として認識されている。耐湿性は比較的
高いことから，緑化現場では，湿った場所への吹付緑化施工
時の種子配合に入れる事が多くあり，現在も日常的に使用さ
れている。
日本でコヌカグサを使用したい際に，コヌカグサが無かっ
た時，その代替品として使用される事が多いのは，同じヌカ
ボ属の外来草本類で，コロニアルベントグラスの名称で流通
するイトコヌカグサ（Agrostis capillaris L.）とクリーピング
ベントグラスの名称で流通するハイコヌカグサ（Agrostis
stolonifera L.）だ。イトコヌカグサは緑化用の植物としての
利用がほとんどで，ハイコヌカグサはゴルフ場の芝地用途と
しても多く利用されている。コヌカグサも含め 3種とも緑
化現場で利用されており，一見すると見分けをつけにくく，
幼苗段階で見分けることは困難。生育が進んだ個体について
は，草丈，生育型，葉舌で見分ける事ができ，草丈は大きい
順でコヌカグサ，イトコヌカグサ，ハイコヌカグサとなる。
コヌカグサが地下茎で増えるのに対し，イトコヌカグサは株
状になる叢生型の生育，ハイコヌカグサは匍匐茎で這う様に
生育し，匍匐茎が目立つ。葉舌は長い順にコヌカグサが 1.5
～5.0 mm，ハイコヌカグサが 0.6～3.0 mm，イトコヌカグ
サが 0.3～1.2 mmと見分けのポイントになる1）。
日本へ輸入されている数量について 2010年から 2015年
の植物検疫統計を確認したところ，コヌカグサは毎年 4月
～6月にかけて米国から輸入されていた。年間に輸入される

数量は年ごとに違い，毎年おおよそ 500～3,000 kgと一定の
数量が輸入されている。統計にはイトコヌカグサとハイコヌ
カグサを含むヌカボ属という区分もあり，その輸入数量は，
年間おおよそ 70～100トンとコヌカグサに比べ多い4）。
コヌカグサはヨーロッパ原産の植物だが，日本で流通して
いる種子は北米産が多く，アメリカには 18世紀に芝生利用
目的として導入された5）。アメリカにおいては芝生利用以外
にも飼料作物，緑化目的などで利用されているが，いくつか
の州では侵略的な外来種と設定されており，最も利用されて
いた時期と比べて流通量が減っている様である。種子を日本
に輸入する際には，植物防疫法により植物検疫に合格する必
要があるが，日本の輸入条件は他の国のよりも厳しく，コヌ
カグサの様な小さな種子の植物は特に輸入が難しい。そのた
め日本へ輸出する際には，輸出国で土壌や他種子の除去と
いった日本向けの加工を行う必要があるが，対応できる種苗
業者の減少とともに，価格も以前より高い水準となり，日本
で流通する数量も少なくなってきた。また，地域性種苗によ
る緑化を重視する動きが出てくるにつれ，外来種の使用が控
えられる傾向がみられるが，コヌカグサは環境省が 2015年
春に公表した生態系被害防止外来種リストに産業管理外来種
として掲載されたことから2），さらに使用される機会は減っ
てくると思われる。なお，イトコヌカグサとハイコヌカグサ
については生態系被害防止外来種リストには掲載は無い。
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